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研究科の教育研究上の目的（「兵庫大学大学院学則」第2章の2） 

 

(経済情報研究科) 

大学院経済情報研究科は、広く経済に関する高度な理論及び応用を教授研究し、その深

奥を究めるとともに、変動する社会経済と情報環境に対応できる専門能力を備え、社会で

実践的に問題解決に携わる高度な専門職業人を養成する。 
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学部等の教育研究上の目的 （「兵庫大学学則」第 2節の 2） 

 

(経済情報学部) 

経済情報学部は、ともに生きる調和のとれた世界の発展に貢献するため、豊かな教養と経済

学への深い理解、情報の理論とその活用力とを備え、現代社会の諸問題を積極的に分析、解決

する人材を養成する。 

経済情報学科は、学部教育の目的にそってより進んだ専門性を修得するために、現代の経済

や社会の抱える諸問題を経済、情報、地域のそれぞれの専門分野の視点から捉え、それらを現

場の身近な問題関心として提起するとともに、各専門分野における適切な理論や分析枠組みを

用いて解明し、具体的な解決策を提示する方法を学ぶ。 

 

 

(現代ビジネス学部) 

現代ビジネス学部は、建学の精神である「和」に基づき、変化する社会にあって、主体的に共

生社会の形成に関わり、地域と共に歩み地域の発展に貢献するため、経済学をはじめとする専

門知識への深い理解と幅広い教養を身に付け、現代社会の諸問題を積極的に分析、解決する

人材を養成する。 

現代ビジネス学科は、学部教育の目的に沿って、より進んだ専門性を修得するため、グローバ

ル化する経済社会において生起する経済や社会の諸問題を生活の基盤である地域という視座

から捉え直し、グローバルビジネス、地域ビジネス、公共政策の各専攻において適切な理論、分

析的枠組みを用いて解明し、具体的な解決策を提示する方法を学ぶ。 
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(健康科学部) 

健康科学部は、人間の健康と生活の質の向上に関わる諸問題を科学的に解明し、その成果

を生涯健康の維持と増進に実践的に生かすことのできる人材を養成する。また、生命に対する

畏敬の念と倫理観に基づいて人間理解を深め、健康で活力に満ちた地域社会の実現に貢献す

る資質を涵養する。 

栄養マネジメント学科は、生命の基本である「食」を探究し、人々の健康の維持と増進および

疾病予防と回復の指導ができる栄養専門家の養成をめざす。また、食物と栄養および食生活に

関係する要因を科学的に追究する能力と総合的に栄養をマネジメントする能力を備え、社会に

貢献できる人材を養成する。多様な実践活動の場において、知識と技術を修得し、課題解決能

力を身につけ、豊かな人間性と感受性を育み、食と健康を通して生命を尊重する心を育てる。 

健康システム学科は、心の健康、身体の健康を探究し、健康に関連する分野の知識を有機的、

総合的に体系化した高度な専門知識と技能を修得することをめざす。さらに健康の分野の知識

を生かしつつ、健康の維持と増進の方法および技能を修め、生活全般に生かす能力を涵養する

ことにより、健康コーディネーターの養成をめざす。 

看護学科は、お互いの人格を尊重し合い、感性が豊かで、いとおしむ心のある人間形成をめ

ざすとともに、人間の「知」「情」「意」のバランスのとれた発達を支援し、地域社会のヘルスプロモ

ーション実現に向けて、使命感をもって貢献できる看護実践能力と看護学専門性向上のために

研鑽する基本能力を備えた人材を養成する。 

 

 

(生涯福祉学部) 

生涯福祉学部は、基本的人権および社会正義の尊重を基礎とした社会福祉の理念と、ソーシ

ャルワークの力量によって、人の生涯にわたる発達および自らによる能力開発を支援できるととも

に、個人と環境の相互作用による地域福祉の実現に貢献する社会福祉専門職の人材を養成す

る。 

社会福祉学科は、人間の福利を広く「人間一人ひとりの能力開発を支援すること」と捉え、国

際的視野に立つとともに小都市および町村に焦点を当て、人々とその環境に働きかけることによ

り、家族や地域の福祉力を高めるソーシャルワーカーを養成する。社会福祉の価値について理

解することを土台として、社会福祉の知識や技術を科学的方法論と職業的倫理観をもって実践

に用いることのできる専門的能力を涵養する。 

こども福祉学科は、現代の社会の要請に応え、未来の社会を築き上げていく力をこどもたちに

培うことのできる、こどもの福祉を担う人材、「子どもの最善の利益」を原則とするこども観を持った

人材を養成する。 


